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1.予算管理について
　当社では、従来から使用している「発
注システム」に対して定期的なプログラ
ムメンテナンスと関連システムへの拡張
を行っている。発注システムは仕入のシ
ステムが中心であり、店舗の在庫管理と
深く関わっている。【図1】
　一方、発注システムの運用にあたって
は、商品の仕入れを予算（販売計画）以
上に行うと店舗在庫が膨れ上がる可能性
があるので、月中はもとより年度初めに
立案する予算が非常に重要である。しか
し、過去のデータを参照して行う月次お
よび年度の予算立案は、業務に精通した
ベテラン社員でないと行えない難しい業
務である。
　そこで、入社2、3年の若手社員でも、
業務経験に応じて容易に予算を立案でき
るシステムが必要との議論になり、今回、
商品部の予算担当者と話し合いながら予
算管理システムを構築した。
　過去の販売データは従来、Excel でま
とめていた。しかし、Excel の計算機能

を使うよりも、基幹システムから直接
データを取得したいとの要望が予算担当
者から出されたため、Delphi/400 を使
い、「年初予算データ」「年初商品勘定予
算登録」「確定予算登録」「修正仕入予算
登録変更」などの画面を持つ予算管理シ
ステムを開発した。
　年度予算の立案作業は、実務上、年度
初めの約2カ月前から始まる。そのため
最後の2カ月余りは実績が未確定なので
推定値を使用しなければならず、非常に
難しい。しかし将来の予測が可能であれ
ば（本システムでは 2年後まで）、予測
値と実績を合わせた検討により、迅速な
予算立案が行える。
　開発した予算管理システムは、まだ修
正すべき点や不足な点があるが、本稿で
は、完成したところまでを報告する。

2. 年初予算決定フロー
について

　年初予算は、システムでは、年度計の
売上高（計画）を入力した後、売上指数

（年全体に対する各月の比率）と会社別
売上比率（タツミヤグループの株式会社
タツミヤと株式会社エスティーサービス
の比率）を決定することにより、「粗利
高予算」、「売上原価」、「在庫回転率」な
どが自動的に算出されるロジックとして
いる。
　入力画面ではシミュレーションも可能
とし、各入力項目を登録後、算出結果を
ファイルに更新して再現できるようにし
た。このようなことは、Excel のワーク
シート上でも可能だが、Delphi/400 を
使ってデータベースから年度データを与
え、計算結果を表示できるシステムにす
れば、関連する適用業務にただちに反映
できる。入力画面の裏では、年初予算決
定フローのロジックが走っている仕組み
である。【図2】
　予算管理関連の総合メニューと、年初
予算登録画面を【図 3】で示した。予算
管理の対象項目は、「年初商品勘定予算
登録」画面で表示する通りである（在庫
回転率、売上高予算、売上予定比率、売
上原価、等）。
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図1　発注システムの概要



42

り予算が必要である。原則前年実績値を
曜日対応させて日割を求めている【図
7】。予算管理メニューの「曜日対応登録
変更」画面で入力する。仕入予算管理表
は「曜日対応登録変更」で作成された日
割計算に基づいて算出している。
 

5．確定予算と修正予算
　予算管理システム関連ファイル（確定
ファイル、修正ファイル、年度データ、等）
の簡単なまとめを示す。【図 8】
　実務上、次月の予算を当月中旬までに
決定したものを最終的な予算としてい
る。これを当社では「確定予算」と呼ん
でいる。仕入、売上、在庫のそれぞれに
ついて予算を確定する。前月に決定した

「確定予算」に対する当月中の変更は、
仕入予算のみ対応することとし、売上や
在庫の状況を見て、仕入予算を修正して
いく。これを「修正予算」と呼んでいる。
　確定予算の入力画面を【図 9】に示す。
確定予算は金額に加えて数量も登録して
いる。各部門の単価は前年実績に基づき

（実績高÷数量）で算出し、今回の確定
予算高を前年単価で割って今回の数量を
算出する。
　仕入予算の修正は、週別に入力できる
ようにしている。仕入予算は週単位で検
討しており、月の 1 週目、2 週目レベル
で、各店舗に仕入商品を配布するか見る
ためである。また、この結果は、発注シ
ステムの仕入検討画面の週別表示に反映
させている。
　予算管理で最も特徴的なのは、発注金
額が各部門の仕入予算を上回ると発注シ
ステムで発注登録ができないことで、過
剰な仕入を未然に防ぐ役目を仕入予算に
持たせている。

6．今後の課題
　以上、予算管理システムについて述べ
てきた。部門、店番などのカテゴリーに
よりさまざまなデータを作成しており、
過去データの蓄積がかなりある。情報部
門はもとより予算担当部門ではデータマ
イニングをさらに充実させて、迅速かつ
正確なデータの提供が急務である。
Delphi で今後どこまでできるか、さら
に突き詰めていきたい。
 M

その作業では、『中小企業のための未来
予測計算システム』（新藤瞳著、日刊工
業新聞社）を参考にした。【計算式 1】
の数式は参考文献からの引用である。細
かい理論になるので、ご興味があれば参
照いただきたい。
　計算にあたって、分散分析では 2 乗の
計算が主であり、桁落ちの対策として 3
桁を使用し、単位を千万円にした。【ソー
ス 1】で、分散分析の計算と結果表示プ
ロシージャーのコードを記述したので参
照されたい。

実際の算出結果について
　結果を【図 4】に示す。予算管理メ
ニューから「年初予算データ」→「年初
データ作成」→「過去データ参照」で、【図
4】が表示される。
　今まで理論的なことを述べてきたが、
この予測値は実務上では参考値となる。
妥当な数値であるかは次の段階で決定さ
れる。会社の営業目標としての年度値は、
これに何パーセントかを上乗せするのが
基本である。このようにして決定した年度
計の売上予算値が、前章（2．年初予算フ
ローについて）で説明した「年初商品勘
定登録」画面によって月別に展開される。

4.予算と実績の比較
　年度初めに予算を決定するが、その予
算が実績に対してどうだったかを見る画
面が必要である。
　【図 5】は、全社の予算と実績を確認
するための画面である（メニューの「年
初予算データ」より実行）。これにより
マクロ的に実績評価ができる。
　部門別などの予算と実績は、日報とし
て常に表示している【図 6】。また、当
社では、各部門別に、売上、仕入、在庫
の実績を評価する別システムも走らせて
おり、今回の予算管理システムから評価
の基となるデータを渡している。
　仕入予算管理の売上実績は、当月の前
日までの売上である。このままでは予算
と比較できないため、その月の月末に
なった時の推定金額（売上予測）を算出
する。売上予測と予算を比較して予算比
を算出している。仕入予算管理表は、予
算メニューの年初予算データから表示さ
れる。
　売上予測金額を算出するためには日割

　月別の年間予算は、年度計予算と期首
在庫が決まると計算で求められる（【図
2】の決定フロー）。従って、年度計予算
を予測できるシステムがあれば、予算作
成に有意義である。次に年度計について
述べる。
 

3． 年度計の算出につい
て

予測手法の導入
　今年度や次年度の売上を予測する拠り
どころとなるのは、過去数年間の売上実
績データである。一般に、過去の時系列
データから未来のデータを予想するに
は、求めたい年度のデータ（売上等）が、
年度（2015 年等）に対して、どのよう
な関数になっているかを決定する必要が
ある。
　たとえば、最も単純な例として、2010
年 ＝ 100、2011 年 ＝ 110、2012 年 ＝
120、2013 年＝ 130、2014 年＝ 140、と
いう時系列データがあれば、2015 年の
予想値は誰しも「150」と考えるだろう。
これは、1 次式の関数を当てはめる単純
な例だが、実際は、指数的に売上が伸び
る時系列データもあれば、各年度の売上
実績に誤差が入っていることもあるの
で、事はそう単純ではない。
　では一般的に、1 次式ではない n 次式
の関数を想定し未来を予測するにはどう
するか。
　未来データの予測には、実際に過去の
データに当てはめて最も矛盾のなかった
関数を求め、それを未来に適用すればよい。
　ここで、過去の年度ごとに「理論値」（想
定した関数に基づく）と「実績値」の差
分の 2 乗をとり、求めた各年度の値の和

（対象の過去年度分の合計）が最も小さ
くなるようにする（最小 2 乗法）、とい
う統計的な手法を採用する。このように
して導いた n 次式の関数は、「直交多項
式」と見なすことで式が単純な形になり、
現実に解ける計算式になる。
　話が複雑になったが、過去の時系列売
上データから未来の売上データを予測す
るための統計的手法、とご理解いただき
たい。

予測手法の詳細
　分散分析の統計的手法を用いて、実際
に Delphi でロジックを開発していった。
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図3　予算管理メニューと年初商品勘定予算登録画面

図2　年初予算決定フロー



44

計算式1
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ソース1　分散グリッド表示のソースコード



46



47



48



49

図4　予測計算結果

図5　年初データ作成
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図7　曜日対応 

図6　仕入予算管理表
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図9　確定予算入力

図8　予算ファイルの関係


